
 

第 71回日本東洋医学会学術総会 開催概要（第 3報） 

テーマ：紡ぎから織りへ －漢方を活かした医療体系の構築－ 

 

［会 頭］三潴 忠道（福島県立医科大学 会津医療センター 漢方医学講座 教授） 

 

［会 期］2020年 6月 12日（金）～14日（日） 

 

［会 場］仙台国際センター（〒980-0856 仙台市青葉区青葉山無番地） 

 

［ホームページ］https://convention.jtbcom.co.jp/71jsom/ 

 

［後 援（予定）］  

公益社団法人 日本医師会、公益社団法人 全日本鍼灸学会、一般社団法人 宮城県薬剤師会、 

公益社団法人 日本薬剤師会、公益社団法人 日本歯科医師会、公益社団法人 日本鍼灸師会、 

公益社団法人 宮城県医師会、公益社団法人 宮城県鍼灸師会、一般社団法人 宮城県歯科医師会、 

国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED）、厚生労働省（申請中）、経済産業省（申請中）、 

農林水産省（申請中）、文部科学省、毎日新聞社、朝日新聞社、河北新報社、 

日本経済新聞社（申請予定） 

 

［参加登録］ 

1．事前参加登録期間： 2020 年 1月 15日（水）～4月 3日（金）※消印有効 

2．参加費 

区分 事前登録 当日登録 

会 員 13,000円 15,000円 

非会員 14,000円 16,000円 

学 生 3,000円 4,000円 

※学生は学部学生に限ります。（大学院生は含まれません） 

3．登録方法 

  本学会誌に挟み込みのゆうちょ銀行の払込取扱票をご利用のうえご登録ください。登録は 

１枚につき１名のみです。追加を希望される場合は、必要枚数と送り先を運営事務局までお知

らせください。なお、振込手数料は参加者負担となりますのでご了承ください。 

併せて、インターネットによる事前参加登録も受け付けます。クレジット決済も可能ですの

で是非ご利用ください。詳細は第 71回日本東洋医学会学術総会ホームページをご覧ください。 

（【学術総会ホームページ】https://convention.jtbcom.co.jp/71jsom/index.html） 

事前参加登録をされた方には、5月下旬頃にネームカードを送付いたします。 

原則として登録後の返金はいたしません。二重登録にご注意ください。 

     なお、事前参加登録締め切り後、ランチョンセミナーの事前参加申し込みを実施いたします。 

     事前参加登録された方には 4 月中旬以降にメールにてご案内いたします。詳細は学術総会ホ

ームページにも掲載いたしますのでご確認ください。 



［懇親会］  

日時：6月 13日（土）18:45～20:45（予定） 

会場：仙台国際センター 展示室 3 

会費：10,000 円（事前・当日登録） 

 

［見学会：東北医科薬科大学附属薬用植物園］ 

6 月 13 日（土）に東北医科薬科大学附属薬用植物園の見学会を企画しております。 

本薬用植物園は昭和 14 年前身である薬学専門学校発足と同時に造設され長い歴史を持ちます。植物園

は瞑想の松のそびえる緑豊かなキャンパス西部の丘に位置し、東北地方の気候で栽培可能は日本薬局

方収載生薬を中心に約 350 種の薬草が栽培されています。詳細と申し込み方法は学会ホームページに

掲載いたします（有料）。 

 

「企画展示：東北地方での生薬生産の状況に関する展示」  

   会期中、「東北地方での生薬生産の状況に関する展示」を会場内に設けます。多くの先生方に、生薬、

基原植物に視覚的に接しながら、生薬生産へのご理解も深めていただきたいと願っています。 

・生薬生産が、漢方医学の基盤を支える重要分野であることを意識し、輸入生薬だけに頼るのではな

く、植物学的な種の保存、継承とともに、日本国内でも生産可能な品目を増やし、産業としても、良

質なものの提供が望まれます。 

・今回、東北 6 県各地での栽培産地のご協力を得て、東北での栽培、生産の状況を紹介し、会員の皆様

と情報を共有したいと思います。展示では、産地で栽培されている基原植物や、生産された生薬を供

覧いたします。 

・また、栽培適地や生産方法の改良に関する試みや、生産後の規格外品の薬用外の利用など、栽培が産

業として成り立つ方法の研究、努力の現況もご紹介したいと思っています。 

 

[講演要旨集] 

講演要旨集は、日本東洋医学会会員へ 5 月下旬頃に無料で送付いたします。会員以外の方および会員

の方で追加で講演要旨集の事前送付を希望される方のみお申込み下さい（1冊 2,000円）。購入後の返金

はできませんので予めご了承ください。 

 

[宿泊のご案内]  

お申込みの開始は 2020 年 2 月初旬を予定しております。詳細につきましては、後日、第 71 回日本東

洋医学会学術総会ホームページ（http://convention.jtbcom.co.jp/71jsom/）に掲載いたしますので、ご

覧ください。 

＜お申込みとお問い合わせ先＞ 

 株式会社 JTB ビジネスネットワーク JTB東北 ECデスク「第 71 回日本東洋医学会学術総会」係 

 〒170-0013 東京都豊島区東池袋 3-23-14 ダイハツ・ニッセイ池袋ビル 6 階 

 TEL：0120-989-960（フリーダイヤル） FAX：0120-937-224（フリーダイヤル） 

   E-mail: tohoku-ec@jbn.jtb.jp 

 

 



［専門医の認定］ 

本学術総会は専門医制度の認定を受けております。点数は以下の通りです。 

・学術総会出席：20点 学術総会発表：10点 

・医療倫理・医療安全講習会出席：5点（学術総会内に開催されます。） 

 

[取得単位]   

その他申請予定の単位は以下の通りです。 

・日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師または漢方薬・生薬認定薬剤師研修単位： 

各日 3単位(合計 9単位)申請予定 

 ・日本産科婦人科学会※産婦人科セッションのみ対象 申請予定 

 

［演題登録］ 

一般演題、公募シンポジウム、公募漢方実習、学生発表の登録期間は終了いたしました。 

採否通知は、演題登録時にご入力された E-mailアドレス宛に届きます。なお、採択演題は学術総会ホ

ームページに掲載いたしますのでご確認ください。 

 

［発表形式］ 

一般演題、公募シンポジウム、公募漢方実習および学生発表は口演（パソコン）です。 

口演発表および学生発表は 1演題につき発表６分、討論 2分です。 

シンポジウムなどの発表時間は各講演にて異なりますので、シンポジウム企画者からのご案内等で 

ご確認ください。 

 

［利益相反（COI）事項の開示］ 

第 71 回学術総会の演題発表に際し、本学会の「医学研究の利益相反（COI）に関する指針」の細則に従

い、利益相反（COI）状態の有無に関わらず以下の 2つの申告が必要です。 

1) 共同演者を含む全演者の利益相反（COI）申告書（様式 1-1）の提出 

2) 筆頭演者は、演題発表時に共同演者を含む全演者の「利益相反（COI）開示（様式 3-Aまたは 3-B）」

の表示 

なお、利益相反に関する規定及び各種様式は、以下の日本東洋医学会 WEBサイトに掲載しており 

ますのでご利用ください。  

※平成 29年（2017年）12月 13日に規定が更新されておりますので必ずご確認ください。 

（【日本東洋医学会利益相反(COI)規定ページ】http://www.jsom.or.jp/about/rieki.html ） 

  

http://www.jsom.or.jp/about/rieki.html
http://www.jsom.or.jp/about/rieki.html


＜特別演題プログラム＞ 

会頭講演  

「漢方を活かした医療体系の構築（仮）」 

座長：伊藤  隆（証クリニック） 

演者：三潴 忠道（福島県立医科大学会津医療センター 漢方医学講座） 

 

招待講演 

「旅と文学」 

座長：中村東一郎（中村医院） 

演者：伊集院 静（作家） 

 

特別講演 1  

「東日本大震災時の災害対応経験とその後の取り組み」 

座長：中永 士師明（秋田大学大学院医学系研究科医学専攻 救急・集中治療医学講座） 

演者：石井 正（東北大学病院 総合地域医療教育支援部） 

 

特別講演 2  

「医療ビッグデータを用いた漢方臨床研究」 

座長：三潴 忠道（福島県立医科大学会津医療センター 漢方医学講座） 

演者：康永 秀生（東京大学大学院医学系研究科 臨床疫学・経済学） 

 

教育講演 1 

座長：島 仁（小川内科医院） 

演者：藤井 隆太（株式会社龍角散 代表取締役社長） 

 

教育講演 2 

「『傷寒論』を訓（よ）み続けて五十年―睦宗先生との出会いから」 

座長：山田 和男（東北医科薬科大学病院 精神科） 

演者：松岡 榮志（東京学芸大学名誉教授、日中翻訳文化教育協会会長） 

 

教育講演 3 

座長：伊藤 隆（証クリニック） 

演者：岡田 就将（厚生労働省保険局医療課 医療技術評価推進室） 

 

特別企画 1「卒前卒後漢方医学教育」 

卒前卒後漢方医学教育１ 

「医歯薬看におけるモデル・コア・カリキュラムと漢方教育の立ち位置」 

  座長：喜多 敏明（辻仲病院柏の葉 漢方未病治療センター） 

     杉山 清（星薬科大学） 

  演者：蓮沼 直子（広島大学医学部付属医学教育センター） 



     柿木 保明（九州歯科大学 老年障害者歯科学分野） 

     川添 和義（昭和大学薬学部臨床薬学講座 天然医薬治療学部門） 

     塩田 敦子（香川県立保健医療大学 保健医療学部看護学科） 

 

卒前卒後漢方医学教育 2 

 「漢方医学教育の基盤カリキュラムおよびシラバスの統一化に向けて－日本漢方医学教育協議会

設立の趣旨と経緯－」 

  座長：佐藤 寿一（名古屋大学大学院医学系研究科 総合診療医学） 

  演者：松田 隆秀（聖マリアンナ医科大学 総合診療内科） 

 

卒前卒後漢方医学教育 2 

 「漢方医学の歴史（仮）」 

  座長：佐藤 寿一（名古屋大学大学院医学系研究科 総合診療医学） 

  演者：矢数 芳英（東京医科大学病院 麻酔科） 

 

卒前卒後漢方医学教育 2 

  座長：佐藤 寿一（名古屋大学大学院医学系研究科 総合診療医学） 

 「漢方における診察法と証」 

演者：新井 信（東海大学医学部専門診療学系 漢方医学） 

   「四診」 

    演者：並木 隆雄（千葉大学大学院医学研究院 和漢診療学） 

   

卒前卒後漢方医学教育 2 

   「代表的な漢方薬処方と、主な生薬の作用について」 

    座長：石上 友章（横浜市立大学） 

  演者：高山 真（東北大学病院・漢方内科） 

 

卒前卒後漢方医学教育 2 

 「漢方の有用性と有効であった臨床例」 

    座長：石上 友章（横浜市立大学） 

  演者：加藤 育民（旭川医科大学周期母子センター） 

 

卒前卒後漢方医学教育 2 

 「鍼灸治療（仮）」 

  座長：伊藤 剛（北里大学東洋医学総合研究所） 

  演者：小川 恵子（金沢大学附属病院 漢方医学科） 

 

卒前卒後漢方医学教育 2 

「漢方講義の評価と模擬テスト」 

 座長：網谷 真理恵（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 離島へき地医療人育成センター） 



  演者：飯塚 德男（山口総合検診センター） 

     間宮 敬子（信州大学医学部附属病院 信州がんセンター） 

 

 

卒前卒後漢方医学教育 3 

「漢方アクティブラーニングの紹介と体験」 

 チューター：佐藤 浩子（群馬大学大学院医学系研究科 総合医療学） 

       間宮 敬子（信州大学医学部附属病院 信州がんセンター） 

 

卒前卒後漢方医学教育 4 

「漢方実習」 

  座長：高山 真（東北大学病院・漢方内科） 

  ファシリテーター：小田口 浩（北里大学医学部医学教育研究開発センター東洋医学部門 

/北里大学東洋医学総合研究所） 

 

卒前卒後漢方医学教育 5 

「漢方 OSCEの体験」 

 チューター：網谷 真理恵 

（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 離島へき地医療人育成センター） 

 

特別企画 2「国産生薬原料シンポジウム」 

「生薬栽培の過去と未来、医療現場が地域の農業を支える」 

座長：池上  文雄（千葉大学 環境健康フィールド科学センター） 

演者：有田 龍太郎（東北大学病院 漢方内科） 

石﨑 昌洋（三和生薬株式会社 薬用植物・医薬品開発研究所） 

佐橋 佳郎（北里大学東洋医学総合研究所） 

三潴 忠道（福島県立医科大学会津医療センター 漢方医学講座） 

渡辺 均（千葉大学 環境健康フィールド科学センター） 

 

シンポジウム 

シンポジウム 1 

「副作用とその対策～西洋医・漢方医それぞれの立場から〜」 

座長：鈴木 朋子（福島県立医科大学会津医療センター 感染症・呼吸器内科） 

矢数 芳英（東京医科大学病院 麻酔科） 

演者：清水 誠治（JR大阪鉄道病院） 

渡辺 哲郎（富山県立中央病院 内科和漢・リウマチ科） 

萩原 弘一（自治医科大学 呼吸器内科） 

鈴木 朋子（福島県立医科大学会津医療センター 感染症・呼吸器内科） 

並木 隆雄（千葉大学大学院医学研究院 和漢診療学） 

萬谷 直樹（ベイサイドクリニック） 



   シンポジウム 2 

「経方医学とは何だったのか！？―その受容と活用―」 

座長：加島 雅之（熊本赤十字病院） 

篁 武郎（北村山公立病院 麻酔科） 

演者：渡邊 善一郎（富士ニコニコクリニック） 

小川 恵子（金沢大学附属病院 漢方医学科） 

田川 直洋（高雄病院） 

三浦 民夫（三浦医院） 

 

  シンポジウム 3 

「お口を通して考えるフレイルと東洋医学」 

座長：柿木 保明（九州歯科大学 老年障害者歯科学分野） 

別部 智司（神奈川歯科大学 麻酔科） 

演者：小澤 夏生（小澤歯科醫院） 

山口 孝二郎（昭和大学医学部生理学講座生体制御学部門） 

加藤 士郎（野木病院） 

    

シンポジウム 4 

「総合診療での漢方の活用と連携」 

座長：吉永 亮（飯塚病院東洋医学センター 漢方診療科） 

樫尾 明彦（給田ファミリークリニック） 

演者：樫尾 明彦（給田ファミリークリニック） 

吉永 亮（飯塚病院東洋医学センター 漢方診療科） 

山本 修平（静岡県立静岡がんセンター 感染症内科） 

五野 由佳理（北里大学医学部総合診療医学） 

 

シンポジウム 5 

「地域医療における医療連携と鍼灸の実践について」 

座長：中沢 良平（一寸法師ハリ治療院） 

若山 育郎（関西医療大学保健医療学部） 

演者：蛯子 慶三（東京女子医科大学附属東洋医学研究所） 

武田 真輝（市立砺波総合病院 東洋医学科） 

小西 未来（池岡クリニック 池岡鍼灸院） 

益井 基（益井東洋治療院） 

 

シンポジウム 6 

「急性期・重症患者に対する東洋医学」 

座長：中永 士師明（秋田大学大学院医学系研究科医学專攻 救急・集中治療医学講座） 

坪 敏仁（青森慈恵会病院 漢方内科・麻酔科） 

演者：徳永 健一郎（熊本赤十字病院 リウマチ・膠原病内科） 



山岡 傳一郎（愛媛県立中央病院 漢方内科） 

南澤 潔（亀田総合病院 東洋医学診療科） 

入江 康仁（秋田大学大学院医学系研究科医学專攻 救急・集中治療医学講座） 

丹村 敏則（ＪＡ愛知厚生連 知多厚生病院） 

 

シンポジウム 7 

「『慢性頭痛の診療ガイドライン』における東洋医学治療の役割と今後の展望」 

座長：山口 智（埼玉医科大学 東洋医学科） 

山田 和男（東北医科薬科大学病院 精神科） 

演者：荒木 信夫（埼玉医科大学、日本頭痛学会ガイドライン委員会委員長） 

五野 由佳理（北里大学医学部総合診療医学） 

來村 昌紀（らいむらクリニック） 

菊池 友和（埼玉医科大学 東洋医学科） 

 

シンポジウム 8 

「不眠治療における漢方薬の役割」 

座長：堀口 淳（島根大学医学部 免疫精神神経学講座） 

山田 和男（東北医科薬科大学病院 精神科） 

演者：小曽根 基裕（久留米大学 神経精神医学講座） 

宮岡 剛（松江青葉病院） 

岩崎 克典（福岡大学薬学部 臨床疾患薬理学教室） 

杵渕 彰（青山杵渕クリニック） 

山田 和男（東北医科薬科大学病院 精神科） 

 

公募シンポジウム 

1.「証に随う、とは？」 

  2.「がんへの挑戦」 

 

パネルディスカッション 

「頭頸部に現れる肝の不調とその対応」 

座長：小澤 夏生（小澤歯科醫院） 

田中 秀則（御野場たなかレディースクリニック／秋田大学大学院） 

演者：金子 達（金子耳鼻咽喉科クリニック） 

徳田 裕志（高田馬場診療所） 

砂川 正隆（昭和大学医学部生理学講座生体制御学部門） 

安田 卓史（東京医科大学口腔外科学分野） 

  



講習会 

漢方入門講座 

漢方入門講座 1 

「皮膚科診療の拡大！病名漢方からアートへの誘い」 

座長：鈴木 雅雄（福島県立医科大学会津医療センター 漢方医学講座） 

演者：岩崎 雅（医療法人社団桜井医院） 

 

漢方入門講座 2 

「鍼灸治療 いろはのい」 

座長：岩崎 雅（医療法人社団桜井医院） 

演者：鈴木 雅雄（福島県立医科大学会津医療センター 漢方医学講座） 

 

漢方入門講座 3 

「お口の病気にも漢方が効く!! 口からからだをみよう」 

座長：北村 順（神戸海星病院 内科） 

演者：山口 孝二郎（昭和大学医学部生理学講座 生体制御学部門） 

 

漢方入門講座 4 

「これからの循環器診療を支える漢方薬」 

座長：山口 孝二郎（昭和大学医学部生理学講座 生体制御学部門） 

演者：北村 順（神戸海星病院 内科） 

 

漢方入門講座 5 

「胸やけや胃痛に効く漢方はありますか？」 

座長：大澤 稔（東北大学病院 産科婦人科・漢方内科） 

演者：安斎 圭一（医療法人安斎外科 胃腸科医院） 

 

漢方入門講座 6 

「女性ヘルスケアに知っておきたい漢方治療（仮）」 

座長：安斎 圭一（医療法人安斎外科 胃腸科医院） 

演者：大澤 稔（東北大学病院 産科婦人科・漢方内科） 

 

漢方入門講座 7 

「救急外来でも漢方薬は使えますか？」 

座長：中島 俊彦（なかしまこどもクリニック） 

演者：中永 士師明（秋田大学大学院医学系研究科医学專攻 救急・集中治療医学講座） 

  



漢方入門講座 8 

「こどもに漢方薬って使えるの？」 

座長：中永 士師明（秋田大学大学院医学系研究科医学專攻 救急・集中治療医学講座） 

演者：中島 俊彦（なかしまこどもクリニック） 

 

漢方入門講座 9 

「更年期に有効な漢方薬を教えてください」 

座長：川村 強（八戸市立市民病院 脳神経外科） 

演者：小宮 ひろみ（福島県立医科大学附属病院 性差医療センター） 

 

漢方入門講座 10 

「めまいに効く漢方薬ってありますか？」 

座長：小宮 ひろみ（福島県立医科大学附属病院 性差医療センター） 

演者：川村 強（八戸市立市民病院 脳神経外科） 

 

漢方入門講座 11 

「頭痛の漢方治療「つらい頭痛を漢方で治療できますか？」 

座長：山田 和男（東北医科薬科大学病院 精神科） 

演者：來村 昌紀（らいむらクリニック） 

 

漢方入門講座 12 

「不眠は漢方で治りますか？」 

座長：來村 昌紀（らいむらクリニック） 

演者：山田 和男（東北医科薬科大学病院 精神科） 

 

鍼灸入門講座 

鍼灸入門講座 1 

「YNSAの基礎から臨床まで」 

座長：川村 強（八戸市立市民病院 脳神経外科） 

演者：神谷 哲治（広胖堂はりきゅう治療院 MATAHARI） 

 

鍼灸入門講座 2 

「電気温鍼（仮）」 

座長：井上 博喜（飯塚病院  漢方診療科） 

演者：蛯子 慶三（東京女子医科大学附属東洋医学研究所） 

  



伝統医学セミナー 

「伝統的四診のコツとその活用」 

進行：三潴 忠道（福島県立医科大学会津医療センター 漢方医学講座） 

中村東一郎（中村医院） 

演者：松田 邦夫（漢方研究所松田医院） 

三谷 和男（奈良県立医科大学・三谷ファミリークリニック） 

花輪 壽彦（北里大学東洋医学総合研究所） 

池田 政一（池田小泉治療院・併設池田薬草店） 

 

薬剤師セミナー 

「在宅医療における漢方治療に関わる薬剤師の役割（仮）」 

座長：馬場 正樹（明治薬科大学臨床漢方研究室・薬用植物園） 

赤瀬 朋秀（日本経済大学大学院 経営学研究科） 

演者：廣瀬 誠（明治薬科大学社会薬学研究室） 

北田 志郎（大東文化大学スポーツ・健康科学部看護学科） 

上田 ゆき子（悠翔会くらしケアクリニック練馬） 

船見 正範（株式会社パワーファーマシー中央薬局） 

 

＜市民公開講座＞ 

「東洋医学からみた健康法（仮）」 

第一部「漢方と健康“漢方になじむ”」 

 演者：金倉 洋一（かなくらレディスクリニック）     

第二部：太極拳の理論と実践を学ぶセミナー（仮） 

 演者：沼田 健裕（独立行政法人国立病院機構 米沢病院） 

 

学会本部企画プログラム 

＜健康保険担当委員会シンポジウム＞ 

「漢方が保険診療から無くなったら！！（仮）」 

座長：金倉 洋一（かなくらレディスクリニック） 

玉嶋 貞宏（玉嶋血液内科・漢方診療所） 

演者：松本 吉郎（公益社団法人日本医師会） 

印南 一路（慶應義塾大学総合政策学部） 

赤瀬 朋秀（日本経済大学大学院 経営学研究科） 

浅野 健一（元同志社大学大学院、ジャーナリスト） 

麻木 久仁子（タレント、国際薬膳師） 

 

JLOM報告会・用語及び病名分類委員会 

日韓学術交流シンポジウム（国際委員会） 

医療倫理・医療安全・COI講習会 

指導医講習会 



専攻医講習会ほか 

 

＜一般演題＞ 

口演発表 

 

＜学生発表＞ 

  口演発表 

 

＜第 2回「東洋医学」研究会・サークル交流プログラム＞ 

第 71 回日本東洋医学会学術総会学術教育委員会セッション 

 東洋医学関連の研究会・サークルに所属する学生及びその顧問を対象に、交流を深めることを目的とし

たプログラムを開催いたします。 

 


